
━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━  

■  IICLO MAGAZINE NO.128-------------------------------- 2021/4/20 

    ★★★  大阪国際児童文学 振興財 団  メールマガジン  ★★★  

-------------------------------------------------------------------- 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━  

ツ バ メ の 巣 作 り の 姿 も あ ち こ ち で 見 か け る よ う に な り ま し た 。 鯉 の ぼ り も 、

爽やかな風に はため いているのを 目にし ます。  

現在会員登録数 3,535 人さま。次号は５ 月 20 日発行の予定 で す／  
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● YouTube「大阪国際 児童文学振興 財団  公 式チャンネル  IICLO」  

https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

４月で開設１ 周年に なりました。  

子ども向けに 紹介す る「 YouTube 版  本の海大冒険」（絵本 編・読物編・ＹＡ編・

科学編、各回 3～ 5 分）は毎週金曜日に、大人向けに紹 介する「新刊子どもの

本  ここがオススメ ！ 」（各回約 30 分）は毎月 10 日に配信し て います。  

ぜひご覧くだ さい。 チャンネル登 録もよ ろしくお願い します 。  

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  子供の読書活動 優 秀実践団体の 文部科 学大臣表彰  

大 阪 府 教 育 委 員 会 か ら の 推 薦 に よ り 、 令 和 ３ 年 度 の 子 供 の 読 書 活 動 優 秀 実 践

団体として 、当財団 が表彰される ことに なりました 。表彰式 は、４月 23 日に

国 立 オ リ ン ピ ッ ク 記 念 青 少 年 総 合 セ ン タ ー で 開 催 さ れ る 「 子 ど も 読 書 の 日 」

記念子どもの 読書活 動推進フォー ラムに おいて行われ ます。  

◇文部科学省 の報道 発表ページ  

 https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/mext_00542.html 

 

●  再スタート 10 周年  －次の 10 年のために－  記念 寄付の お願い  

皆様からのご 支援、 ご協力を心か らお願 い申し上げま す。  

年 間 １ 万 円 以 上 の 寄 付 を い た だ い た か た に は 、 佐 々 木 マ キ さ ん デ ザ イ ン の 当

財団新キャラ クター 「イイクロち ゃん」 のグッズをプ レゼン ト！  

詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『つくしちゃ んとお ねえちゃん』  いと うみく /作  丹地陽 子 /絵  福音館書

店  2021年 3月  対象 年齢：小学校 低学年 以上  

 

あらすじ：小 学２年 生のつくしと 、２つ 年上のおねえ ちゃん のかえでとの 日

常を切り取っ た５編 の連作集。つ くしが 、優秀でまじ めで「 グズはきら

い」というお ねえち ゃんのことを 語る「 いばりんぼう 」、つ くしのせいで

二人が学校に 遅刻し そうになる「 あと五 分」、かえで がドッ ジボールで苦

労しているの をつく しが知る「ド ッジボ ール」、かえ でが友 だちのお誕生

日会のあと泣 いてい るのをつくし が見る 「なみだ」、 つくし がお祭りに連

れていっても らえな くて、かえで のノー トの表紙に「 ばか」 と書く「ごめ

んなさい」が 収めら れている。  

 

Ｔ ： ひ と り っ こ の ぼ く と し て は 、 ２ 歳 違 い の 姉 妹 関 係 を 新 鮮 な 気 持 ち で 読 み

ました。  

Ｙ：２歳年下 の妹が いる私は、「あるあ る 」と思いなが ら読み ました。  

どんなところ がおも しろかったで すか。  

Ｔ：つくしの 視点から 、まずは、か えでが勉 強のできる立 派なお ねえちゃんだ

と 描 か れ て い て 、 そ こ か ら だ ん だ ん 、 つ く し が か え で の 弱 さ や し ん ど さ を

知っていく過 程が興 味深かったで す。  

ま た 、 か え で が 重 い 荷 物 を 全 部 持 っ て 帰 っ た と い う エ ピ ソ ー ド で は 、 つ く

し が 母 親 に 、 自 分 も 荷 物 を 持 つ と 言 っ た と 告 げ る 場 面 に 、 つ く し が か え で

と対等になり たいと 思っている様 子が読 み取れました 。  

Ｙ ： 自 分 の 姉 妹 関 係 を 思 い 出 す と 、 妹 に 傷 つ け る よ う な 言 葉 を 言 っ て し ま う

こともあって、かえで がつくしのこ とを「グ ズ」というのも リアル だと思う

のですが、この 作品の どこかで、直接 的でな くても、姉妹が このこ とを突き

詰 め て 考 え る 時 間 が あ れ ば よ か っ た の で は な い か な あ と 少 し 思 い ま し た 。

そ れ は 、 行 間 か ら 読 め る と も 、 読 者 に ゆ だ ね ら れ て い る と も 考 え ら れ る か

もしれません 。  

 そ し て 、 か え で が 妹 に 厳 し く す る の は 、 右 足 を 少 し ひ き ず っ て 歩 く か え で

が 、 自 分 は 人 に 遅 れ た く な い と 必 死 で い る か ら こ そ の こ と ば だ と い う こ と

がわかるので すが・ ・・。  

Ｔ：かえでの 人物像 を明らかにす るため の工夫なので しょう か。  

Ｙ ： 各 章 が 事 件 の 最 初 か ら 最 後 ま で を 書 く の で は な く 、 つ く し か ら 見 え て い

る 場 面 の 連 な り で 構 成 さ れ て い ま す 。 鮮 や か な 切 り 取 ら れ 方 に い と う さ ん

の巧さを感じ ました 。  

Ｔ ： そ う い う 描 か れ 方 か ら 考 え る と 、 視 点 人 物 の つ く し と 同 じ 小 学 ２ 年 生 ぐ

ら い の 子 ど も に も 読 ん で 欲 し い け れ ど 、 か え で の 学 年 の ４ 年 生 ぐ ら い の 子

ど も が 読 む と 書 か れ て い な い 部 分 を よ り 深 く 考 え る こ と が で き る か も し れ

ません。  

ま た 、 こ の 作 品 は 挿 絵 が 入 っ た こ と で ド ラ マ 性 が よ り 高 ま っ て い ま す 。 た

と え ば 、 お 祭 り に 行 け な か っ た つ く し が 一 人 で 部 屋 に い る ペ ー ジ は 寒 色 が

使われ、左ページ の奥 に小さく描か れて孤 独を表現し（ P.56-57）、そこから

抜け出したと きには 暖色が使われ る。  

Ｙ：構図にも とても 工夫があると 思いま した。  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  



 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 68 回「月夜のけ だ もの」  

 金銭によっ て成立 する教育  

 

今回は、「 月夜のけ だ もの」を取り 上げま す。  

〈青じろい月 の明り 〉の晩、〈わた くし〉が獅子の檻の 前にあ るベンチに腰 掛

けると、〈そ こらがぼ うっとけむり のよう になってわた くしも そのけむりだ か

月のあかりだ かわか らなくな〉り ます。す ると、いつの まにか獅 子が立派な黒

い フ ロ ッ ク コ ー ト を 着 て 立 っ て お り 、〈 も う よ か ろ う な 。〉 と つ ぶ や い て 夜 の

見回りに出か けます 。  

 

〈 太 い 金 頭 の ス テ ッ キ 〉 を つ い て 見 回 り に 出 た 獅 子 の 前 に 、 さ ま ざ ま な 動 物

があらわれま す。まず 、頭に〈聖人のよう な 立派な瘤〉を有す る者 の弟子にな

りたいけれど 、その名 前が思い出せ ない白 熊。獅子は、象を探し て急いで駆け

る白熊を呼び 止め、 その名前を教 えます 。  

 

白 熊 が 去 っ た あ と 、 今 度 は 罰 せ ら れ て も 悪 事 を や め な い 狐 が 獅 子 の 前 に 飛 び

出します。狐 は獅子を 恐れ、歯をカ チカチな らして青い火 花を散 らし、獅子は

狐に偽（うそ ）をつ くなとたしな めます 。  

 

次に登場する のは、獅 子の声に驚い て起き た呑気な狸で す。狸は 、獅子に立ち

聞 き を し て い た と 責 め ら れ ま す が 、 何 を 聞 か れ て も 〈 そ う か な 〉 と 呑 気 に 答

え、無罪にな ったう えに獅子から ご馳走 に呼んでやる と言わ れます。  

 

最後に、弟子 となった 白熊を追って 象がや ってきます。獅子は象 に対し、白熊

で は な く て 狐 の 教 育 を 依 頼 し 、 そ の 対 価 と し て の 〈 教 育 料 〉 を 〈 一 ヶ 月 八 百

円〉払うこと にします 。みんなを帰 したあと 、獅子は葉巻 をくわえ て十日の月

を眺めます。  

 

象に自ら〈 弟子〉入 り した白熊と 、獅子の命 によって象に〈教育 〉されること

になる狐。旧来の金 銭を必要とし ない師 弟関係と、〈教育 料〉という金銭を 媒

介とするやや 近代的 な教育には、明らか に 差異があるよ うにも 思います。が、

獅子が象に求 めた狐 の教育は、〈うそを つ かない〉程度 にするこ と、〈鼻を 無暗

に 引 っ ぱ ら な い 〉 こ と で あ り 、 象 が 行 っ て き た 師 と し て の 教 え と 内 容 は さ ほ

ど変わっては ないの かもしれませ ん。名前 だけ〈教育〉という立 派な看板にか

け 替 え た だ け と も い え ま す 。 し か し 教 育 と い う 名 の も と 、 聖 な る 存 在 と し て

の 象 も さ り 気 な く お 金 を 受 け 取 っ て い る の は 、 旧 来 の 師 弟 関 係 が 変 容 し 、 金

銭 を 媒 介 し な い と 立 ち ゆ か な い 人 間 社 会 を 諷 刺 し た か っ た か ら か も し れ ま せ

ん。そして、それがす べて夢であっ たとい う結末は、動 物たちの 姿から人間お

よび社会を相 対化す るものといえ ます。 (ペ吉 ) 

 

（本文の引用 は、筑 摩書房版『宮 沢賢治 コレクション 』５に よりました 。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ２２  

***************************************************************** 

 



アーサーが  おこる と  

ちきゅうに  バリバ リ  ひびがは いって  

たまごみたい に  こ われてしまっ た  

「もう  じゅ うぶん 」おばあさん が  い った  

でも  まだま だ  

 

（『ぼくは おこった 』ハーウィン・オラム /文  きたむら さとし /絵・訳  評論

社  1996 年）  

 

アーサーは、テレビの 西部劇に夢中 になっ ているときに 、おかあ さんに「もう

おそいから  ねなさ い」と言われて「い や だ」と言います。す る と  おかあさ

ん は 「 お こ り た け れ ば  お こ り な さ い 」 と い っ た の で 、 ア ー サ ー は お こ り ま

す。  

 

こ の 絵 本 は ア ー サ ー が い か に お こ っ た か が 、 絵 と 文 で 想 像 豊 か に 描 か れ て い

ます。アーサーがお こると、「いな ずまが はしり、ひょうが」ふります。おか

あさんが「もう  じゅ うぶん」という と、嵐 が起こります。次にお とうさんが、

「もう  じゅ うぶん」と言い、台風がや って きて、おじいちゃ んが「もう  じ

ゅうぶん」と 言いま す。そして、 引用の 文章になりま す。  

 

繰 返 し の 中 で 、 ア ー サ ー の 怒 り が 増 長 さ れ て い る こ と が わ か り ま す 。 怒 り を

抱えていると きに、大 人に「もう  じゅうぶ ん」などと言 われよう ものなら、

怒りが増長す るのは 当たり前。そのすさ ま じさで「ちきゅうに  バリバリ  ひ

びがはい」るのは、私 自身も大いに 共感し ますが、子どもた ちに 読んでも、こ

の場面を見て いる子 どもたちが笑 い声を あげ、満足そ うな顔、にやにや顔、不

安 そ う な 顔 を し て い る の を 見 る と 、 こ の 本 を 共 有 で き て よ か っ た と う れ し く

なります。  

 

この場面の絵 は、地球 に本当にひび が入り、おばあちゃん は、ヘル メットをか

ぶり、宇宙服 に身を包 みながらも、平然と編 物をしていま す。アー サーは無重

力状態で宇宙 に浮き 、口元はいな ずまの 形で、猫が心 配そう に見ています 。  

 

このあと、ア ーサーは 怒りが絶頂に なり、猫 に誘われるよ うにし て、ベッドに

入り、眠りに つきます 。そして、多 くの読者 が予想もつか ないよ うな結末が待

っています 。この本 を読むたびに 、「 怒り 」は人間に とってと ても大切な感 情

だということ を再確 認しています 。（Ｙ ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

大阪・心 斎橋の Yoshiaki Inoue Gallery で、５月８ 日まで開催 さ れている「お

おきい  ちい さい  元永定正展」 に行っ てきました。  

 

画家で絵本作 家の元 永定正さんの 没後 10 年の節目に 、絵本『お おきいちいさ

い』（０． １．２． え ほん  福音館 書店  2011 年）からヒン トを 得て、絵画、

立 体 作 品 、 お 皿 な ど が 展 示 さ れ て い ま す 。 似 て い る け れ ど 色 や 形 が 少 し 異 な

る 、 大 き な 作 品 と 小 さ な 作 品 が 並 べ ら れ て お り 、 そ こ に さ ま ざ ま な 物 語 が 感

じられます。  

 

展 示 さ れ て い る 作 品 は 絵 本 の 原 画 で は あ り ま せ ん が 、『 も け ら も け ら 』（ 山 下



洋輔 /文  中辻悦子 /構成  福音館 書店  1990 年）や『ころころ ころ』（福音館

書店  1984 年）などの絵本に出て きた色 や形に似てい るもの がたくさんあ り

ま し た 。 ど の 絵 も 色 が 鮮 や か で 、 色 の 変 化 に よ っ て 絵 か ら 光 が 出 て い る よ う

に 見 え る 作 品 も あ り ま す 。 形 が ユ ー モ ラ ス で 、 生 き て 動 い て い る よ う に 見 え

ます。  

 

円 柱 の 先 が く る ん と 丸 ま っ て い る よ う な 形 の 絵 は 、 私 に は い ろ い ろ な 表 情 の

顔 に 見 え 、 大 き い 人 と 小 さ い 人 が 寄 り 添 っ て い る よ う に 感 じ ま し た 。 青 い 空

に 鳥 が ぷ か ぷ か 浮 か ん で い る よ う な 絵 、 雲 か ら 雨 が 降 っ て い る よ う に 見 え る

絵 、 チ ョ コ レ ー ト の 火 山 が 噴 火 し て い る よ う に 想 像 し て し ま っ た 絵 な ど 、 ど

の作品もいろ いろと 思い浮かべて 楽しみ ました。（ Ｋ）  

 

＊ Yoshiaki Inoue Gallery 

https://gallery-inoue.com/ 
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【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●新刊書研究 会「 2020 年子どもの本」  

昨 年 出 版 さ れ た 児 童 書 を 通 し て 子 ど も の 本 の 世 界 の 一 端 に 触 れ て み ま せ ん か 。 

講  師：土居安子（ 大 阪国際児童文 学振興 財団  総括専門員）  

日  時：５月 23 日（日） 13： 00～ 16： 00 

会  場：堺市立南図 書 館（堺市南区 茶山台 ）  

資料代：有料  

主  催：子どもの読 書 と教育を考え る会  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『つ く しちゃんとおね

えちゃん』を１名 の方 にプレゼント します。ご希望の方は、メ ール で件名「メ

ルマガ  NO.128 プレゼント希望」と し、 (1)お名前  (2)郵便番号 ・住所  (3)電

話番号  (4)メールア ドレス、よろ しけれ ば  (5)このメルマガ のご感想をお 書

きのうえ  office@iiclo.or.jp にお送りく ださい。  

締切は５月 10 日（月 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

公園や遠くの 山々は いま、まさに 萌黄色 です。頻繁な 換気の 励行も苦にな ら

ないような陽 気にな ってまいりま した。 多くの規制は 続いて いますが、季 節

は春爛漫から 初夏に なりつつあり ます。 休日は、景色 を眺め ながら読書を

し、物語の世 界に浸 りたいと思い ます。（ ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html


------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


